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1 目的 
　本報告の目的は、時間の社会学の学説史を検討・整理し、時間の社会学がこれまで何をどう論じてきたのかの一端
を明らかにすることにある。  

2 内容
　時間の社会学（Zeitsoziologie）の嚆矢とされるのは E・デュルケームの『宗教生活の基本形態』である（Bergmann 
1983）。周知の通り社会学の対象を「社会的事実」に求めたデュルケームからすれば、時間もまた社会的事実として
の性格を有する。すなわち時間とは、一方で自然科学の考えていたような絶対的な時間ではなく、社会集団毎に異なっ
た相対的な時間であり（cf. Durkheim 1912=2014: 31）、また他方で、時間とは主観に先験的に属する形式ではなく、

「非人格的な外枠」、すなわち「私の時間ではなく、同一の文明に属する万人によって客観的に思考されるような時間」
である（Durkheim 1912=2014: 30-1）。こうした観点から出発した時間の社会学は、デュルケーム以後、様々な仕方
で展開されていくことになる。たとえば、M・モースや M・アルヴァックス（Gad?a and Lallement 2001）、またア
P・ソローキンと R・K・マートンや W・ムーアらが、時間についての研究を行っている（Sorokin and Merton 1937; 
Moore 1963= 1974）。 
　もちろん、すでに時間の社会学の学説史をまとめる研究が出されてはいる。代表的なものとしては、それぞれの社
会理論家が時間をどのように捉え、また自身の理論の中に位置づけているかという点に焦点を当てた（Adam 1990; 
?ubrt 2001）や、「時間計算」や「余暇と労働時間」などのトピックごとに諸研究をまとめた研究（Bergmann 1983; 
Pronovost 1989）が挙げられる。しかしながら、これらの仕事が世に出されてからすでに年月が経っており、そのあ
いだに――社会（科）学の時間論の専門誌である Time and Society が 1992 年に創刊されたこともあいまって――時
間の社会学研究はかなりの程度、展開されていると考えられる。そこで本報告では、これらの先行研究をふまえつつ、
近年の時間の社会学研究を整理することで、時間の社会学の議論の布置連関を描き出すことを目指す。 　 
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